
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

Aの
財源

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　■ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

継続的・組織的な学校支援が行われるよう仕組みづくりについての啓発や、その核になるコーディネーター設置のはたらきかけを含めた
事業の実施について検討する。

目標に対
する成果
の状況

意見交換会での参加者は、５７１名から６４２名に増えていることからも、地域と学校の連携についての意識は高まりつつある。また、事例を
見る限りどの学校でも地域と連携した活動が行われている。ただし、単発的な連携が多くを占め、継続的組織的な連携までにはなってい
ない。

概　算
人件費

 概算事業費（B（A）+C） 0 49,687 49,726

49,548 49,548 0

0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）

６会場 ７会場 ７会場地域学校サポート意見交換会

6.00 6.00

0

実施

196

139 178

0
校長・１０年研修の実施 なし

全校実施 ５７２校 未達成学校ごとの事例収集

0

予
算
額

前年度繰越

合計（A)

補正予算

0 196

- 196 208

208

-

208

（決算） （当初）

２年目校長研修。１０年研修の実施

事業内容

県推進委員会の開催 直接

校長・１０年研修の実施 直接

学校ごとの事例収集 直接

地域学校サポート意見交換会 直接

項目

県推進委員会の実施

24年度 25年度

H25
目標

合計

成果目標の達成状況

178 -

当初予算

22年度 23年度

事　業　名

■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 地域学校サポート推進委員会設置要綱、地域学校サポート推進意見交換会
実施要領

課・室

実施期間 H23 H24

目指す姿

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理

＜参考＞
総合５か年
計画

プロジェクト  

２回開催

E-mail

４　安全・安心・信頼の学校づくり

H24事業実績

事業番号 14 07

達成状況

06

Ｈ２４現況
（見込） 目標 成果

施策の総合的展開
７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

～

H24 H25

現状

・県推進委員会の開催（２回）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学校ごとの事例収集
・地域学校サポート意見交換会（教育事務所ごと７会場）
・校長会により研修

実施方法

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

地域で支える学校サポート事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

文化財・生涯学習課

208 178 0

校長研修
１０年研修

２回 ２回

実施 達成

達成

達成

bunsho@pref.nagano.lg.jp

208

　学校・家庭・地域の連携・協働による地域の実情に応じた、持続的な学校支援のしくみを県内全ての公立中学校でつくり、多様な学校支
援の取組みを推進し、地域が見守り支える「地域とともにある学校」「地域に開かれた学校」づくりを目指す。

○地域の方が学校を支援している例はほとんどの学校で実践されているが、より学校・家庭・地域が連携・協働して子どもを育むために
は、三者での熟議による話し合い等、コミュニケーションの場づくりが必要

（単位：千円）　

項目

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（当初）

７会場で開催　参加者６４２名

５７２校より収集

0
２回


	点検（様式３）

